
           

                

アスベストの曝露によって胸膜の中皮細胞から発生する悪性の腫瘍（悪性胸

膜中皮腫）を核酸医薬により治療する方法を提供する。現在は、手術を中心

に、抗がん剤による化学療法や放射線療法を組み合わせた「集学的治療」が

代表的である。 

悪性胸膜中皮腫の悪性度は極めて高いにも関わらず有効な薬物療法がない。

また、外科的治療は容易ではなく、たとえ切除ができても術後のQOLが低下

する。さらに、再発率が低くはないことが問題となっている。  

 

・核酸医薬の開発に取り組む企業とのコラボ 

・核酸のDDS技術を有する研究機関とのコラボ 

悪性胸膜中皮腫細胞で発現が低下しているマイクロRNAであり、こ

のマイクロRNAを細胞内で過剰発現させると中皮腫細胞の増殖能を

低下させることができる。このマイクロRNAを細胞に導入すること

で、核酸医薬としてのあらたな治療法が可能となる。 
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